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現状と目的

新潟市の道路・橋梁の多くは昭和30年代の高度経済成長の始まり
を境に集中的に整備されました。今後、ほぼ同時期に老朽化の進行が
予測されています。

35%
14%

建設後50年超の橋梁数の割合推移

現状の維持管理に対して、道路法改正やデータ蓄積を理由とした
ブラッシュアップ（更新）の必要性が増大しています。

新潟市の橋梁維持管理の現状 新潟市の橋梁維持管理更新の目的

平成26年度道路法の
改正による橋長2m以上の
小規模橋梁点検義務化

点検費用の増加
計画策定後の点検データ
の蓄積や技術向上の伴う
仕組み・システムの見直し

計画・更新の必要性

更新の方向性

新潟市の現状の
橋梁維持管理計画

新潟市の橋梁維持管理はこれまで下記の取組みを行ってきました。

全橋一律ではなく
｢メリハリ｣のきいた
維持管理計画

より戦略的で、
精度の高い
維持管理計画

平成25年 平成35年 平成45年

35%
55%

H27年度 H28年度 H29年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 3月 4月 10月

橋梁アセットマネジメン
ト検討委員会

▼ ▼

包括的契約
検討部会(WG1)

▼ ▼ ▼ ▼

橋梁維持管理
検討部会(WG2)

▼ ▼ ▼ ▼

維持管理計画の
更新実施

平成19年度 橋梁点検を試行的に着手

平成20年度 橋梁維持管理計画検討を開始

平成22年度 ｢橋梁長寿命化計画｣を策定し、橋梁点検・修繕に
本格的着手

平成24年度 ｢耐震補強計画｣・｢耐荷力補強計画｣を策定

平成27年度 2m以上の全橋梁の点検義務化に伴い、小規模橋梁の点検
本格着手

橋梁維持管理計画の更新・実施スケジュール

基本方針の確定
計画に沿った
維持管理の実施
(モデル事業含む)

詳細計画の策定

新潟市が管理する橋梁群の特性や地域の実情を考慮したメリハリのある
維持管理計画に見直して実施につなげていきます。

公益社団法人
「土木学会」支援
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・橋梁長寿命化修繕計画のPDCAサイクル回転に資する維持管理
の様々な方策を検討。
・平成28年度に｢橋梁維持管理計画(基本方針)｣および戦略的
｢短期修繕・更新計画｣の策定、平成29年度の実施を目指します。

・コスト削減、担い手不足解消の観点から、点検や設計-施工におい
て橋梁の特性に基づいたメリハリのある包括的契約を検討。
・本検討に関しては、公益社団法人「土木学会」のご支援を頂きます。

WG1:包括的契約検討部会 WG2:橋梁維持管理検討部会

新潟市が管理する橋梁数
約4,100橋

日常管理の新たな担い手

システムの改善・改良

点検費用の抑制手法開発
(小規模橋の点検簡略化の適用)

庁内体制の確立と職員の
意識改革や職員研修企画

小規模橋梁大規模と主要な橋梁

連携

橋梁アセットマネジメント検討委員会
取り組み概要

大規模橋梁の老朽化・長寿命
化対策を包括的に再検討
（設計-施工一括発注等）

小規模橋梁の効率的・効果的
な包括管理について検討

（小規模橋梁点検一括発注等）

公益社団法人「土木学会」支援

補修・維持
マニュアル化

コスト
削減

橋梁関連
システム

庁内
体制

担い手
不足解消P

D
C

A
新潟市
長寿命化
修繕計画

日常管理の新たな担い手
（ME制度の活用など）

(小規模橋の点検簡略化の適用)

新潟市版マニュアル作成
(メリハリのきいた
補修方針を全市で適用)

小規模橋梁
約3,450橋の課題

・点検義務化による点検費用増大
・点検義務化による点検者(担い手)不足
・寿命を迎える橋梁更新費の増大
・事業費軽減につながる対策検討必要

など

大規模と主要な橋梁
約650橋の課題

・近接点検による点検費用増大
・修繕対象橋梁増加による進捗率低下
・寿命を迎える橋梁更新費の増大

・増大する修繕費の平準化対策について
再検討が必要

など

公益社団法人「土木学会」の認定モデル事業

メリハリのきいた

新潟市
橋梁長寿命化修繕計画

（改訂版）
の策定

橋梁維持
管理基本
計画

短期(５ヶ年)修繕・更新計画

長寿命化修繕
計画の見直し・
戦略性向上を
図るためには
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